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第６学年 外国語活動学習指導案 
                                        ６年１組２組３組４組 計 14 人 

                       指導者 
 

ＣＴ 出水澤優 
ＳＴ 窪田二三代，髙階翔紀，新枦香織 

有川響平，伊集院琳子 
 

１ 単元名 This is my day. 
 

２ 単元目標 

知識及び技能 
・ チャンツや歌，ゲーム等の体験的な活動を通して，日課を表す外国語の

特有のリズムやイントネーションに慣れ親しむ。 
思考力，判断力， 

表現力等 
・ 相手の言葉や身振り，音声等を注目して見聞し，相手の働きかけに応じ

たり，自分の要求を相手に伝えたりする。 
学びに向かう力， 

人間性等 
・ 日課を表す外国語への関心を高め，話し手に注目するなど見聞きする態

度を整えたり，自ら進んで友達や教師とやり取りをしようとしたりする。 
   

３ 単元について  
  １学期の単元「What time is it ?」では，グループ内で時刻を聞いたり，答えたりするやり取り

を通して，自分の意見を友達に言うことができたり，人前で発表することができたりするなど外国

語でのコミュニケーションが広がりつつある。ゲームや歌などから外国語を知る機会も多く，子供

たちにとって外国語は身近なものであり，外国語に関心をもつこと，学ぶことは子供たちの生活を

豊かにすると考える。しかし，外国語活動では歌やチャンツ，ゲームなどに楽しく取り組む姿が見

られるが，発言や発表の時になると消極的になることが多い。これは外国語特有のリズムやイント

ネーションを正確に聞き取ることが難しかったり，言葉で伝えることができなかったりすることで

外国語に苦手意識をもち，消極的になっていると考えられる。 
そこで本単元「This is my day.」では，チャンツや歌，ゲーム等の活動を通じて児童に身近な日

課を表す外国語に慣れ親しむ活動や，破れたページを見つけ絵本を完成させる活動を行う。「絵本

を完成させたい」，「何が描いてあったのだろうか」という思いから外国語を注意深く聞き，「I want 

“get up”page.」など自ら欲しいページを伝えようとすることができると考える。日課を表す外国

語はジェスチャーでも伝わりやすいという特性がある。苦手意識をもつ児童や発語がない児童は，

ジェスチャーやカードを交えて外国語活動に取り組むことで苦手意識を感じることなく取り組むこ

とができることから，より外国語を注意深く聞き取ろうとしたり，外国語で伝えようとしたりする

ことにつながると考える。 
そのために，チャンツや歌，ミニゲームの活動を通じて日課に表す外国語に慣れ親しみ，日課を

表す外国語を聞き取ることができたり，言葉やジェスチャー，カードで伝えたりすることができる

ようにする。絵本を完成させる活動では，外国語を聞いて破れたページが何であるのかを理解し，

欲しいページを相手に伝えることができるようにする。また，これらの活動をパソコンやタブレッ

トなどのＩＣＴ機器を用いることで児童の興味関心を高め，効果的に指導できるように取り組む。  
  このような学習を通して，意欲的に外国語で自分の思いを伝えることができるなど友達や教師と

親密な関係を築きながらコミュニケーションを広げていくことにつながるものと考える。 
 

４ 指導計画    
※ 単元・題材シートの「指導計画」を参照してください。
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５ 本時（５／６）  

単元  This is my day. 時数  ５／６  チーフ  出水澤  期日  令和３年 11 月５日(５)校時  場所  多目的室  
 

目
標 

【１段階】（E 児，G 児，K 児）  
・ 教師と一緒に日課を表す外国語をジェス

チャーやカードで伝えようとする。  
 （思，判，表）  
・ 相手の言葉やジェスチャー，音声を聞こ

うとする。（学）  

【２段階】（Ｂ児，Ｃ児，Ｄ児，Ｈ児，Ｍ児，Ｎ児） 
・ ゆっくりと話す外国語の一文から日課を表

す外国語を聞き取とり，欲しい絵本のページ

を伝えようとする。（思，判，表）  

【３段階】（A 児，F 児，I 児，J 児，L 児）  
・ 外国語の一文から日課と時刻を表す英語を

聞き取とり，欲しい絵本のページを伝えようと

する。（思，判，表）  

 
時間  主な学習内容  考える場面をつくるための教師の発問と意図等  指導上の留意点  
 １ 始まりの挨拶を行う。  

 
２ ウォーミングアップをする。  
 ・日課に関する外国語の確認  
  get up/go to school/have lunch/ 

go home/take a bath/go to bed 

・チャンツ  
 ・ミニゲーム  
 
３ スモールトークをする。  
 
４ 本時の学習を知る。  
 「絵本を完成させよう。」  
 
 
５ 絵本を作る。  
 ・ 破れたページに何が描いてあったのか

をタブレットの音声から聞き取り，必要

なページを要求して絵本を完成させる。 
 ・完成した絵本を読み聞かせをする。  
 
６ 振り返りをする。  
 
 
７ 終わりの挨拶をする。  
 
 
 
 

 ・ 発語が難しい児童は，ジェスチャーやカード  
 で表現することができるようにする。  
・ 取り組みたいミニゲームを児童に選択させ

る機会を設定することで，児童が自ら発言する

機会をつくる。  
・ ミニゲームでは，意図的に日本語や学んでい

ない外国語を扱うことで，日本語と外国語との

違いを感じたり，違和感から活発なやり取りが

できるようにしたりする。  
・  児 童 が 答 え る と き に ， 「 In English.」 ,  

「Gesture please.」など教師が答え方を設定

する場面を意図的に設ける。（２・３段階）  
・ スモールトークでは，絵本が破れて読むこと

ができないやり取りをすることで活動への動

機付けを行う。  
・ タブレットを児童が操作することで，意欲的

に外国語を聞くことができるようにする。  
・ 破れたページをもらえる場所を設定するこ

とで，既習の表現である「I want」を使って自

分がほしいページを伝えることができるよう

にする。  
・ 振り返りでは，完成した絵本を読むことで達

成感を味わったり，聞き取った日課に関する外

国語について復習したりするようにする。  
 

（音声や映像を見聞きした後）  
２  「聞こえたり，見たりしたことをグルー

プの友達に伝えましょう。」  

・ 日課を表す外国語を言葉やジ ェス チ ャ ー，
カードで伝えてほしい。  

・ 自分の意見と一緒なのか違うのかを意
識して相手の意見を聞いてほしい。  

【場の設定】  

 

（音声を聞いた後）  
５「破 れ たペ ー ジ に は何 が 描 いて あ っ たの か な 。」  

・ 音声から破れたページ（日課のイラス
ト）を理解し，欲しいページを伝えること
ができてほしい。  

 

 ホワイトボード   テレビ  

（多目的室）  

（プレイルーム）  

 

ペ

ー

ジ
を 

も
ら

う

場

所 

５分  

15 分  

15 分  

３分  

絵本を完成させよう。  

伊之助チーム  

煉獄チーム  

善逸チーム  

禰豆子チーム 

炭治郎チーム 

B M N F I 

E G K C H J 

 
A D L 
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単元・題材シート （６年・外国語活動） 

単元名 This is my day. 
児童数 職員数 期

間 10・11 月（６）時間
 

14 ６ 

実態における 
単元設定 

外国語活動への関心が高まりつつあるが，発言や発表に苦手意識があり消極的であ

る。小グループで相手の言葉や音声を聞き取ったり，伝えたりする活動に取り組むこ

とで，進んで自分の思いを伝えたり，大勢の中で発表したりするなどコミュニケー

ションを広げることができるように本単元を設定した。 

目標 

知識及び技能 
・ チャンツや歌，ゲーム等の体験的な活動を通して，日課を表す外国語

の特有のリズムやイントネーションに慣れ親しむ。 
思考力，判断力，

表現力等 
・ 相手の言葉や身振り，音声等を注目して見聞し，相手の働き掛けに応

じたり，自分の要求を相手に伝えたりする。 
学びに向かう力，

人間性 
・ 日課を表す外国語への関心を高め，話し手に注目するなど見聞きする

態度を整えたり，自ら進んで友達や教師とやり取りをしようとしたりす

る。 
 主な内容 よかった点・改善点 
 指 
 導 
 内 
 容 

・ 日課（get up/go to school/have lunch/go home/ 

take a bath/go to bed） 

・ 時刻（one～twelve） 
・ 表現（I want） 

 
 
 

  
 

 
指 
導 
計 
画 

   ・ チャンツや歌，ミニゲームで外国語に慣れ親し

む。（ミニゲーム：ミッシングゲーム，What is 

this ゲーム，リスニングゲーム等） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

   ・ ジェスチャーゲームでは，イラストを見てジェ

スチャーで表現し，外国語で答えるやり取りをす

る。 
 
   ・ タブレットの音声を聞いて，破れたページが何

であるかを理解し，そのページを要求して絵本を

完成させる。 
 

 

 

手 
立 

 て 
 ・ 
 支 
 援  

・ 言葉で伝えることが難しい児童は，教師と一緒にジェ

スチャーやカードで伝えることができるようにする。 
・ 小グループで活動することで，自分の意見を言いやす

いようにする。 
・ 意図的に日本語や学んでいない外国語を取り入れる

ことで，活発なやり取りができるようにする。 
・ 児童が自らタブレットを操作し，外国語を聞くこと

で，意欲的に外国語を聞こうとすることができるように

する。 
・ 「絵本を完成させたい。」という思いから，意欲的に

自分の要求を伝えることができるようにする。 

 
 
 
 
 

〈改善策等から教育課程へ〉 
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